


・火災、感電、けがなどの事故を未然に防ぐために、次に述べる「安全にご使用いただくために」「～使用上のご注意」を必

ず守ってください。

・ご使用前に、「安全にご使用いただくために」「～使用上のご注意」すべてをよくお読みのうえ、指示に従って正しく使用
してください。

・この取扱説明書に記載されていること以外の取り扱いをしないでください。
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四提封目 四竪封富 の 意味について
この取扱説明書では、注意事項を巴理ヨロと四Eヨ ロに区分していますが、それぞれ次の意味を表します。

四理ヨロ :誤 った取り扱いをしたときに、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容をしめします。

四竪封目 :誤 った取り扱いをしたときに、使用者が障害を負う可能性が想定される内容および、物的損害のみの

発生が想定される内容をしめします。

なお、四Eヨロに記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結び付く可能性があります。
いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので必ず守ってください。
。この取扱説明書を紛失または損傷された場合は、遠やかに弊社の代理店 ・販売店にご注文ください。
・品質、性能向上あるいは安全上、予告なく使用部品や仕様の変更を行う場合があります。その際には本書の内容

および写真 。イラス トなどの一部が、本製品と一致しない場合がありますので、あらかじめご了承ください。



安全にご使用いただくために

■ ご使 用 にあた って。

。この商品は、ガス用ポリエチレン管のEF継 手用の通電制御用装置です。
・ご使用になる前にこの取扱説明書をよくお読みになり、正 しくお使いください。また取扱説明書に記載

されている目的、用途以外でご使用にならないでください。
。パイプと継手の接合など、実際の配管作業の手順については継手メーカの発行する配管作業手順書に従っ

て、正 しく行ってください。
・疲れているとき、酒を飲んだとき、病気や薬物の影響、その他の理由により、作業に集中出来ないとき

は、ご使用にならないでください。
・作業者以外、作業場へ近づけないでください。特に子供にはご注意ください。
・直射日光の当たる場所では放置をしないでください。
・乾燥 した場所で子供の手の届かないところ、または鍵のかかるところで保管をしてください。
・お手は常に乾かしてきれいな状態に保ってください。すべるとけがの原因になります。

■取扱上の ご注意 !

・取扱説明書及び弊社カタログに記載されている標準の付属品やケーブル以外のものは使用 しないでくだ

さい。
・ケーブルを持って製品を運んだり、ケーブルを引っ張ってコンセントから引き抜いたりしないでくださ

・ケーブルを高熱のもの、油脂類、刃物類、角のとがったところに近づけないでください。
・付属品やケーブルの着脱は取扱説明書に従ってください。
・本機を落下させたり強い衝撃を加えると故障 ・事故の原因になります。特に、液晶表示部に物を落とす

と破損の原因になります。取り扱いにはご注意ください。
・弊社の製品は該当する安全規格に適合していますので分解 ・改造はしないでください。事故やけがの原

因になります。
・ケーブルを着脱する場合は、必ず電源プラグを電源から抜いてください。
・無理な姿勢で作業をしないください。
・取扱方法、作業方法、周囲状況などに十分注意して慎重に作業をしてください。

■ご使用前点検 (必ず行つてください)。
・使用する前に本体やその他の部品に損傷がないか十分に点検をしてください。
。作業場所は常に整理整頓を心がけ、十分明るくしておいてください。
・作業環境により、保安帽、安全靴などを着用してください。
・延長ケーブルを使用する際は、定期的に点検 し、損傷 している場合は交換 してください。
・必ず漏電ブレーカの作動確認を行ってください。(確認方法はP7の 「漏電ブレーカの作動確認」の項

を参照してください。)
・P16の 「本機の点検方法」をよくお読みください。
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「ガス用EFコント回―ラ」使用上のご注意

正しくお使いになつていますか?
・本体の銘板もしくは取扱説明書に定格表示してある電圧でご使用ください。
・雨中や、機械内部に水の入りやすいところでは使用しないでください。
・アースは必ず接地してください。
・湿気の多いところでは使用しないでください。
・ケーブルが踏まれたり、引っかけられたり、無理な力を受けて損傷することがないように、配線する場

所に注意してください。
・使用しないときは操作部の保護のため、パネルカバーを閉じてください。

故障の原因になります。
。電源プラグとコンセントとの抜き差しは、ケーブルを引っ張らずにきちんと差込プラグを持って行って

ください。
・磁石を近づけないでください。磁波により故障を起こす場合があります。
・継手コネクタと継手との抜き差しは、ケーブルを引っ張らずにきちんとプラグを持ってターミナルピン

に対して真っ直ぐに行ってください。

融着不良の原因になります。
・継手コネクタ内部に異物を入れないでください。泥、ゴミ、水などがコネクタ内部に入りますと、正常

に融着出来ない場合があります。
・継手への通電中は継手とコネクタの抜き差しは行わないでください。
・延長ケーブルを使用するときは、太さ2mm2以 上で長さ10m以 下のものを使用してください。また、ド

ラム型の延長ケーブルを使用する場合は、ケーブルをすべて引き出した状態で使用してください。その

ままで使用されますと、ケーブル自体が発熱し、ケーブルの焼損ややけどの原因になります。

けが 、感電 、や けどの恐 れが あ ります。

・取扱方法、作業方法、周囲状況などに十分注意 して慎重に作業をしてください。
・継手への通電中はコネクタ、継手、ケーブル類に触らないでください。
・濡れた手で差 し込みプラグに触れないでください。
・延長ケーブルを屋外で使用する際は、屋外使用にあったものを使用 してください。
・一度融着した継手は再度融着しないでください。過乗U融着により、火災ややけどの原因になります。
・通電後、本体が熱くなっている場合がありますので、移動時は必ず持手を持つか、肩掛けベル トを肩に

掛けて運んでください。肩掛けベル トを使用する際は、落下による故障やけがを未然に防ぐため、ベル

トの損傷やフックがしっかりとかかっているか確認してください。
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「ガス用EFヨントローラ」使用上のご注意

日頃から注意深く手入れをしてください。
・本構をご使用にならないときは、必ず継手コネクタにキャップをしておいてください。
・ケーブル類は定期的に点検をしてください。損傷している場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼し

てください。
・修理は必ずお買い求めの販売店、または弊社営業所にお申し付けください。
・定期点検、アフターサービスについてはP.16を参照してください。
・本機が汚れた場合は乾いた柔らかい布で軽く拭き取ってください。シンナーなど揮発性のものを用いな

いでください。塗装がはげる原因になったり、液晶表示部がくもって表示が見えなくなります。

発電機 をご使用の際
・発電機の取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。
。出力電圧がAC100V仕 様で、容量が2KVA以 上のものをご使用ください。
・同じ発電機で他の電動工具や投光器などとの同時使用はしないでください。
・発電機の中には電圧の波形の乱れや電圧の昇降などがありますので、ご使用になる際は発電機の点検を

必ず行ってください。著しい電圧の乱れは故障の原因になります。
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各部の名称 ・標準付属品

パネルカメヾ一

ケーブル収納部

■各部の名称

操作パネル

肩掛けベル ト

■操作パネル部の名称

出カケーブル

漏電ブレーカ  バ ーコードリーダコネクタ

ケーブル

収納蓋

バーコードリーダ

(オプション)電源ゲーブル 電源ケーブルコネクタ

出カケーブルコネクタ

※出荷時は出カケーブルは

接続されています。

図 1

液晶表示器

放熱ファンカバー

■標準付属品

品 名 数 量

出カケーブル 1本

肩掛けベル ト 1本

表 1

リセット/
非常停止スイッチ

電源スイッチ  ヽスタートスイッチ

異常ランプ    電 源ランプ
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標準仕様

日本体仕様

形 式 GEF200-B

使用電源

電圧 AC80-120V

出力 2KVA以 上

周波数 45～ 65Hz

出  力

電力 1.5KW(最 大)

電圧 24～76V(± 1.5%)

電流 2～ 36A

通電制御 バーコード指定の電圧で、バーコード指定の時間を温度補正した時間通電します。

適合継手 呼び径 25～ 200

バーコード lTFおよびCode 128フ ォーマット対応

環境温度
使用温度 -5～ +40(℃ )(結 露なきこと)

保管温度 -20～ +60(℃ )(結 露なきこと)

安全対策

漏電ブレーカ :最大計容電流 30A

漏電感度 10mA

入力電圧がAC145V±5V以上で トリップします。

ケーブル
電源用 太さ2mm2 長 さ2m

出力用 長さ3m

大きさ (W× D× H) 310× 196× 307mm

質 量 9.4kg

表 2

●液晶表示器について
液晶表示器について液晶表示器に直射日光を当てないでくだ

さい。

温度が上がると表示が見にくくなることがあります。
パネルカバーの角度を調節し、液晶表示器が日陰になるよう

にしてください。

※液晶表示器が見ずらくなった (全体が黒くなった)場合は

日険等の涼しい場所に置き、10分程度待ってください。温

度が下がると元に戻ります。
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作業の準備

1.本体の運搬、

運搬の際は、パネルカバーを閉め、持手を持って運んでくだ

さい。また、コントローラは外部から泥水やほこりが浸入し

にくい場所に安定した状態で設置 してください。また、設置

の際は必ず底面、もしくは裏面を下にして置くようにし、側
面などを下に して置かないように してください。

。コン トローラの側面を下にして置かないでください。

コン トローラの過熱や泥水などが侵入 しやすくなり、

故障や事故などの原因となります。(図4)
・コン トローラを落下させたり、強い衝撃をあたえると、

破損や故障の原因となります。
・外部から水、油などが浸入しないように注意して、乾燥

した場所で使用してください。浸水などにより、漏電事

故や融着不良を起こす恐れがあります。

2.ケーブルの取り出し

①本体を逆さ(前面を下)にし、ケーブル収納蓋を開けます。
②中に収納されているケーブル (電源ケーブル、出カケーブ
ル)を 取り出してください。

注意

※操作パネル面を下にする場合 (ケーブルの出し入れなど)

は、パネルカバーが閉じていることを確言忍してから行って

ください。開いた状態のまま行うとパネルカバーが破損す

る恐れがあります。

パネル

側面を下にして

置かないでください

側面//

ケーブル収納蓋

英画を上にした状態
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作業の準備

3.出カケーブルの接続

※出荷時は出カケーブルは接続されています。交換の際など

ケーブルを付け外しする場合は、以下の手順を参考にして

ください。

① ケーブルコネクタのキーガイドを合わせて、出カケーブル

を出カコネクタに差し込んで接続します。

② クランプリングを時計方向に回し固定します。(取り外し

の場合はクランプリングを反時計方向に回して、固定を解

除してから引き抜いてください。)

4.バーコードリーダの取付
※バーコードリーダは、バーヨードリーダコネクタを手妻続する

だけで使用可能となります。接続する場合は、以下の手順を

参考にしてください。

① バーコードリーダケーブル側コネクタのクランプリングの溝

を、コントローラ本体側の固定コネクタのピンに合わせて軽

く押 し込みながら、時計方向に回して固定します。

注意

※接続の前にコネクタの接続部にごみや汚れが付着していない

か確認してください。

5日電源への接続

電源ケーブルをAC100Vの 電源に接続します。

注意

※延長ケーブルを使用する場合は太さ2mm2以 上、

以下のものを使用 してください。

※電源プラグをしっかりとコンセントに接続 して

・アースは必ず接続してください。感電の恐れがありま

す。

6.漏電ブレーカをONに する

下記の手順で漏電ブレーカの作動確認を行い、スイッチをON

にします。

漏電 ブレーカの作動確認 (図の
①漏電ブレーカのスイッチをONに します。
②ブレーカにある赤色のテストボタンを押して、ブレー

カが作動 (電源が切れる)す ることを確認します。

③ 再びスイッチをONに します。

バーコード
リーダコネ

図 7

コンセン ト

電源プラグ

フレーカスイッチ

テス トボタン
(ブレーカの作動を確認する)

図 9

長さ10 m

ください。

ぴ
出力
ケーブル

クランプ
リング

バーコー ド

リーダコネクタ
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作業の手順

7.工事情報の入力

ブレーカのスイッチをONに し、[電源]ス イッチを押すと液

晶表示器に工事情報が表示されます。(この値は前回作業時の

設定値です)

変更が必要な場合は以下の手順で入力を行ってください。

①各項目 (オーダーNo:20桁 、施工者!D:13桁)ヘ カーソ

ルを [↑][↓ ]キ ーで移動させてください。

② 入力する数字をテンキーまたはバーコード読みとりにて入

力してください。

※設定不要 (数字を入れない)場 合は [C(ク リア)]キ ーを

押 してください。(0表示となります)

③全項目の入力が終了したら[確定]キーを押してください。
融着準備状態となり、継手接続要求を表示します。

●工事情報を入力しない場合
設定機能により工事情報入力を行わず作業することができま
す。P. 1 2 (工事情報設つ を参照してください。

8.継手との接続

継手とパイプを接合したあと、継手に出カケーブル先端の出

カコネクタを接続 します。その際、しっかりと保持されてい

ることを確認してください。継手を接続すると、液晶表示器

の表示が図 13の ように変わります。

注意

※継手とパイプとの接合については、継手メーカの発行する

配管作業手順書に従って作業してください。

※ 出カケーブルの出カコネクタは、使い続けると徐々に接続

の保持力が弱くなって抜けやすくなり、融着不良の原因に

なることがあります。保持力が弱くなってきたら部品の交

換を依頼してください。

●MMSの 識別抵抗を検知した場合
MMSシ ステム対応の継手を接続した場合は、図14の ように

「MMS継 手である事」と 「通電時間」が表示され、バーコー

ド情報を入力しなくても [スタート]ス イッチを押すと融着

作業を開始します。
※但し、この状態でバーコード情報を入力した場合は、バー

コード情報が優先され、表示は図 17の状態になります。

98バ~コ ~ド の読み取り

バーコードリーダを使って、継手に添付されているバーコー

ドを読み取ります。
バーコードリーダを少し傾けながら、バーコードの上を軽く

なぞって往復 してください。

注意  ~

※ バーコードの読み取りは左右どちらからでも構いませんが、

必ずバーコード端の白い部分の外側から始めてください。
※バーコードリーダはバーコードなどに強く押し付けないで

ください。先端のガラスに傷がつき、バーヨードの読み取

りができなくなる恐れがあります。

液晶表示器

工事情報
全 OK:確 定 / ク リア :C

オーダー白No= 01234567890123456789

施工者        0123456789012

入力後 [確定]キ ーを押す

2001年 10月 23日 15時 45分  25℃
総数  2345回AC 98V

継手を接続して下さい

図 1 1

M M Sシ ステム

通電 220 (215)秒        継 手  12334Ω

[スタート]を 押して下さい

図 1 2

図 1 4

バーコー

鼈賊巡  !炒
バーコー ド|

途中から

ぎ
図 1 5

出カコネクタ

2本とも

継手に接続す

2001年 10月 23日  15時 45分   25℃
AC 98V            継 手 12.34Ω

バーコード情報を入力して下さい
図 1
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作業の手順

●タッチスキャナタイプの場合
タッチスキャナをバーコードに軽く触れた状態から、ゆっく

りと離 してください。

※バーコードの入力については、P.12

バーコー ドのキー を参照 してください。

9.融着開始

バーヨー ドが正確に読み取られると、液晶表示器に内容が表

示されます。

※ この状態で トレース用バーコード26/40桁を読むことがで

きます。 トレース用バーコー ドについては、P.14

トレース用バーコー ドの読み取 り を参照してください。

内容が間違いないことを確認し、スター トスイッチを押して

融着を開始します。(ブザーが 1回鳴ります。)

非常停止
通電中、イ可らかの要因で通電を停止させる場合は、[ラF常停止]

スイッチを0.5秒以上押 し続けてください。(再通電はできま

せん。)

隅撤孟撤‖酬

タッチスキャナタイプ

図 1 6

ツケット 150A       三 菱樹脂

電圧 75口OV

通電  600 (585)秒

[スタート]を 押して下さい

スター トを押す          図 17

10.融着中の表示

<融 着中>

通電残り時間     75秒
AC 97V DC75.OV 12日 3A

↓

① カウン トダウンが始まります。

<融 着完了>

通電残り時間         0 秒

冷却後、クランプを外して下さい

②残り時間が0秒 になるとブザーが8回鳴

り、融着完了を知らせます。
※バーヨード情報中に冷却時間が指定され

ている場合、指定冷却時間のカウントダ

ウン後 「融着完了」となります。

図 1 8

11.融着終了

継手から出カコネクタを取り外 します。コントローラは再び融着準備状態に戻り、継手接続要求を表示 します。
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異常と処置

1.異常が発生 したら

異常が発生すると異常ランプが点灯しブザーが鳴ります。液

晶表示器には異常の内容が表示されますので、以下の原因と

対策に照らし合わせ、原因を取り除いてからリセットスイッ

チを押して再度作業を行ってください。

融着中に異常が発生した場合はすべて融着不良となりま

す。不良箇所を取り除き、新たな継手を使用して再度融

着作業を行ってください。 異常ランプ点灯

図 1 9

■融着前の異常
以下の異常が起こると、ブザーが1回 (0.5秒)鳴 り、異常ランプが点滅 します。原因を取り除き、継手を取り外 したあとにリ

セットスイッチを押してください。

・異常内容と液晶表示器の表示

■融着中の異常
以下の異常が起こると、ブザーが連続して鳴り、異常ランプが点灯します。リセットスイッチを押すとブザーが止まります (異

常表示はそのまま)。原因を取り除き、再度リセットスイッチを押してください。

・異常内容と液晶表示器の表示

No. 幕  景 原  因 対  策

1 バッテリー交換が必要です
時計機能用のバッテリーが消耗 し

ています。

バッテリー交換が必要です。お買い求めの販売店、また

は弊社営業所までお申し付けください。

2 気温が低すぎます
環境温度が-10℃ 以下になってい

ます。
環境温度が-10℃ より高いところで作業してください。

3 気温が高すぎます
環境温度が45℃以上になっていま

す。
環境温度が45℃ より低いところで作業 してください。

4
通電中に入力電源が切れま

した
通電中に入力電源が切れました。 リセットを押した後電源スイッチを押してください。

5 継手が接続されたままです
前回融着した継手が接続されたま

まになっています。
継手を外し、リセットスイッチを押してください。

6 継手の接触が不安定です
継手とコネクタの接触が不安定に

なっています。

コネクタを接続 し直してください。(状態が変わらない場

合はコネクタの交換が必要です。)

7 この継手は融若できません
仕様範囲外の継手が接続されてぃ

ます。

継手を外してリセットスイッチを押してください。仕様

に合った継手に交換してください。

8
通電歴あり、再通電はでき

ません

この継手は過去に通電歴がありま

す。
継手を外して、新しい継手に交換してください。

表 3

No. 表  示 原  因 対 策

1 コネクタが外れました コネクタが継手から外れています。
継手を外してリセットスイッチを押してください。継手

は融着不良となります。

2 継手が短絡しました 継手内部が短絡 しています。
継手を外してリセットスイッチを押してください。継手

は融着不良となります。

3 継手が断線しました
通電中に何らかの原因で断線が起

こりました。

継手を外してリセットスイッチを押 してください。継手

は融着不良となります。

4 出力電圧が異常です
出力電圧が規定値外になっていま

す。(±2.5%外 )

修理が必要です。お買い求めの販売店、もしくは弊社営

業所にお申し付けください。継手は融着不良となります。

5 電源電圧が低すぎます
電源の電圧が80V以下になってい

ます。

継手を外してリセットスイッチを押してください。80V

より高い電源に接続 してください。通電中は融着不良と

なります。
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異常と処置

No. 幕 永 原  因 対  策

6 電源電圧が高すぎます
電源の電圧が 12 0 V以上になって

います。

継手を外してリセットボタンを押してください。120Vよ

り低い電源に接続 してください。通電中は融着不良とな

ります。

7 温度センサが断線しました 温度センサが断緑 しています。

修理が必要です。お買い求めの販売店、もしくは弊社営

業所にお申し付けください。融着中は異常発生を無視 し

て融着完了まで通電を続けます。

8 内部電源が異常です コントローラの故障です。
修理が必要です。お買い求めの販売店、もしくは弊社営

業所にお申し付けください。継手は融着不良となります。

表 4

No3 表 示 原  因

1 バーコードが不良です

バーコードの読み取リエラー。
・バーコードの規格が合っていません。
・バーコードに汚れなどが付着しています。

2
継手とパーコードが一致し

ません

バーコードの情報と継手の不一致。
・バーコードと継手の抵抗値が許容差を超えています。
・出カケーブルが適合していません。

3 未対応のパーコードです バーコードの指示内容にコントローラが対応していません。

■バーコードの異常
バーコー ドの異常が発生した場合は、継手の不良、またはコントローラとの不適合が考えられます。継手を交換してください。

・異常内容と液品表示器の表示

※バーコード読み取り機能に異常が発生した場合、テンキーを使用してバーコードを入力することができます。    表
5

付属機能 「バーコードのキー入力」を参照してください。

付属機能

このコントローラには以下のような付属機能があります。設定などの手順については以下の項目をご覧ください。

■設定機能
・ブザー音量設定 ・・………………………………………ちブザー音量の変更を行います。
・カレンダー設定 ・・………………………………………・カレンダー (日付 ・時刻)の 変更を行います。

■計測、表示機能
・電源入力電圧、融着出力電圧および電流値の表示
・電源低下予備警報 ………………………………………・通電中に電源入力が85V以 下になるとブザーで知らせます。

■補助機能
・数値表示 …………………………………………………・継手抵抗値、識別抵抗値、電源入力電圧、気温を表示します。
・バーコード読み取り値表示 ……………………………・バーコー ド読み取り値を表示します。
・融着履歴データ送出 ・…………………………………… 融着履歴データを外部コンピュータヘ送出します。
・機能試験 ・・………………………………………………・内部プリント基板とその周辺配線の機能試験を行います。

特別付属機能
・融着異常履歴 ……………………………………………・融着時に起こった異常を記憶しています。
・融着状況履歴 ……………………………………………・融着時の状況を記憶 しています。
・履歴の読み出し ,………………………………………… 言己億している情報を読み出すことができます。

― ‐
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付属機能

■設定機能

ブザー音量設定

● ブザーは3段階で音量設定ができます。

①継手接続待ちの状態で [Fl]キーを押します。→ブザー音量設定

画面になります。

②数字キーで音量 [1][2][3]を選択します。→選択された音量で
1秒間ブザーが鳴ります。([1]が最小、[3]が最大音量)

③ [確定]キ ーで確定され、継手接続待ちの状態に戻ります。

2001年 10月 23日  15時 45分  25℃

AC 98V       総 数 2345口

継手を接続して下さい

↓ [Fl]音 量設定画面ヘ

ブザー音
1     2     3
E■ ■■

↓ [テンキ
ー]音 量 1～ 3選 択

フザー音量の設定
1  2  3
■■■■■■■

[確定]継 手接続要求画面ヘ

工事情報設定

● 工事情報設定をONに すると電源投入時に工事情報入力が必要に

なります。

①電源ケーブルを接続し、漏電ブレーカをONに した状態 (液晶表

示器には何も表示されていません)で [F2]キ ーを押します。
一工事情報設定画面になります。

② [↓]キーを押すごとに工事情報設定のON/OFFが切替わります。

③ [確定]キ ーで確定され、機能を終了します。

工事情報設定 (

[↓]:ON/OFF切 替
[確定]:確定

[↓]キ ーでON/OFF切替

[確定]キ ーで終わる

図21

カレンダー設定
● カレンダー (年月日、時分)の 設定 (修正)が できます。

①継手接続待ちの状態で [F2]キーを押します。→カレンダー設定

画面になります。

② カーツルキー [←][→]で下線カーツルを設定したいデータ部ヘ

持ってきます。

③数字キー入力するとカーツル位置へ新データを上書きします。

④[確定]キーで確定され、継手接続待ちの状態に戻ります。[確定]
前に [入力/表 示]ま たは [リセット]ス イッチを押すと、設定

(変更)を行わずに継手接続待ちの状態に戻ります。

2001年 10月 23日  15時 45
AC 98V        総 数 2345日

継手を接続 して下さい

↓ [F2]カレンダ
ー設定画面ヘ

カレンダー

2001年 10月 23日  15日寺45分

↓ [一][→]で移動 [C]で,肖去
カレンダー

2001年 10月 23日  15時 45分

↓  [テ ンキ
ー]で データ入力

レンター

2001年 10月 23日  16時 45分

[確定]継 手接続要求画面ヘ
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付属機能

バーコードのキー入力

● バーコード読み取り機能に異常が発生した場合、数字キーを使用

してバーコー ドを入力できます。

①継手接続完了し、バーコード入力待ちの状態で[入力/表 示]キー

を押します。→バーコード柿数 (24/32)選 択画面になります。

②桁数を選択して [確定]キ ーを押します。→バーコード情報入力

画面になります。

③ 数字キーにてバーコード情報を入力します。

④ 表示された数値を修正する場合

1.カーツルキー [←][→ ][↓ ][↑]で下線カーツルを設定 (変

更)し たいデータ部へ持ってきます。

2.ク リアキー [C]で 旧データを消去し、数字キーで新データを

入力します。クリアすると後ろの桁のデータが左に詰めてきま

す。数字キー入力するとカーツル位置へ新データを挿入して、

後ろの桁を右に詰めます。(選択桁数以上は入力できません。)

③ [確定]キ ーで確定され、通電開始待ちの状態に戻ります。

③ キー入力されたバーコードデータは融着の通電 [スター ト]ス

イッチが押されるか、または [リセット]ス イッチが押されるま

ではコントローラ内部に保持されているので、イ可度でも呼び出し

て編集 (修正)が できます。

2001年 10月 23日  15時 45分  25℃
AC 98V            総 数 2345日

継手を接続して下さい

↓ 継手を接続する

2001年 10月 23日   15障 i45ち , 25

AC 98V          継 手 1234Ω

バーコード情報を入力して下さい

↓ [入力/表 示]桁 数選択画面

バ ー コー ド情 報 の キ
ー

桁数を選択 して下さい

1:24桁
2:32桁

キーにてバーコード情報を入力

[確定]キ ーで通電待ち画面ヘ

↓ 桁数を選択 して [確定]

バーコー ド情報のキー

2424 0325 6345 6786

0012 2557

カ

　

ー３
・

■計測、表示機能

電源入力電圧、融着出力電圧および電流値の表示
く円政府 中 >

通電残り時間     75秒
AC103V DC75 0V 12 3A①通電中に表示します。

②継手接続待ちの状態のとき、電源入力電圧と積算融着 (通電)継

手回数を表示します。

2001年 10月 23日  15時 45

AC 98V          総 数 2345日

継手を接続して下さい

電源低下予備警報 < >

通電残り時間     75秒
注意 1 電 源電圧が85V以下● 通電中に電源入力電圧が85 V以下になると、ブザーを断続して鳴

らします。 B]25

■補助機能

このモードに入るには [電源]が入っていない状態 (無表示)で [Fl]

キーを1秒以上押 し続けます。このモードに入ると最初に操作案内画

面 1を表示 します。

[↓]キ ーを押すと操作案内画面 2を表示 します。

[↑]キ ーを押すと操作案内画面 1に戻ります。

数字キー [0]を 押すと [電源]投 入待ちの状態 (無表示)に 戻りま

す。

補助機能選択 0:終 了

5:テ スト   6:ケ ージル

[0]を押すと電源投入待ち状態ヘ

↓ [Fl]キ
ーを1秒 以上押す

↓ [↓]キ
ーを押すと操作案内画面2ヘ

示
カ
表
出
値
歴
数
履

2:バ ーコード
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付属機能

補
　
・‥
・

選
　
一不
力

能
　
表
出

:終了

:バーョー ド値
歴
数
履●継手抵抗値、識別抵抗値、電源入力電圧、気温を表示します。

① [1]キーを押すと、電源入力電圧、気温と出カケーブルに接続さ

れた継手の抵抗値を連続的に表示します。

② [↓]キ ー押下で継手抵抗値と識別抵抗値を交互に表示します。

③ [リセット]ス イッチを押すと操作案内画面に戻ります。

↓ [↓]キ
ーで識別抵抗値表示

[リセット]ス イッチで操作案内画面ヘ

母ァ[1]キ
ーで継手抵抗値表示

アナロアナロク1百衰不      切 換 :↓

AC103V        気 温 25℃
WR:2345Ω

チ
ＡＣ
　
ＩＤ

Ｗ
９８Ｖ
　
‥

↓

℃

．
‐．

２５気温

67890

バーコード読み取り値表示 補助機能選択 0:終 了

1:数 値表示  2:バ ーコード
3:履 歴出力① [2]キーを押しバーコードリーダでバーコードを読み取れば

｀
、そ

の数字列を表示します。(但し仕様適合コードのみ)バーコードの

内容の評価は行いません。

② [リセット]ス イッチを押すと操作案内画面に戻ります。

↓ [2]キ
ーを押 し、バーヨー ドを読み取る

バーヨー ド情報の表示

2424 0325 6345 6786 1310 2463

0012 2557

[リセット]ス イッチで操作案内画面

融着履歴データ送出

① [3]キーを押すと、融着履歴データを夕1部コンピュータヘ送出で

きる状態になります。

②専用ケーブルで外部コンピュータと接続し、[スタート]スイッチ

を押せばデータ送出を開始します。

③データ送出中は液晶表示器に (*)を表示し、(十)を点滅させま

す。5秒ごとに (*)を 1個消して残り所要時間を知らせます。

④ [リセット]スイッチを押せば送出を中断して操作案内画面に戻り

ます。

⑤送出を完了すると操作案内画面に戻ります。

0 :

1:数 値表示  2:バ ーコード
3:履 歴出力

↓ [3]キ
ーを押すと作業履歴出力画面ヘ

の出力

コンピュータの準備がOKな ら

[スター ト]を 押 して下さい

↓ [スタ
ート]ス イツチでデータ送出

の出力中

しばらくお待ち下さい
* * * * * * *

送信完了後、操作案内画面ヘ

数字キー [5]を押すと内部プリント基板とその周辺配線の機能試験

を行う状態となります。また、数字キー [6]を押すとケーブルの機

能試験を行う状態となります。このモードを選択するときは、あらか

じめ機能試験用補助装置をコントローラに接続しておく必要がありま

す。機能試験の詳細は、機能試験用補助装置に同封されている「機能

試験手順書」を参照してください。

このモー ドは中止できません。終了させるときは、入力電源

(AC100V)を 切るかコンセントを抜く、またはブレーカを切ってく

ださい。

0 : 怒

5:テ スト   6:ケ ーブル

↓ [5]キ
ーで機能試験画面ヘ

1年 10月 23日 15時 45分 07秒

SER COM テ スト OK
次工程→ [スタート]を 押す
再確認― [リセット]を 押す

以降、「機能試験手順番」を参照

図 30
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特別付属機能

トレース用バーコードの読み取り

融着を開始する直前の状態 (P9.9.融着開始参照)で トレース用バー

コード (26/40桁)を 読み取ることができます。

① バーコードリーダで トレース用バーコードを読む。

② [Fl]キーを押すと読みとった内容を表示します。

(押している間のみ表示)

↓を路子
ス用バーコードを読み[Fl]キー

ツケット 150A       三
電圧 750V
通電 600(585)秒
[スタート]を 押して下さい

ツケット 150A
電|= 750V
01234 56789 01234 56789

01234 5

[Fl]キーを離すと [スタート]待 ち

画面ヘ

図31

融着異常履歴

●融着異常の履歴を256件記憶します。記憶容量を超過すると最も古いデータを捨てて、最新のデータを記憶します。

[内容]:発 生日時と異常の名称

融着状況履歴

● 融着時の状況を1000件記憶 します。記憶容量を超過すると最も古いデータを捨てて、最新のデータを記憶 します。

[内容]

1.日付 。時刻 :融 着開始時刻

2工 事情報  :20桁 の数値情報

3.作業者 ID :13桁 の数値情報

4.積 算融着回数 (異常融着を含む)

5バ ーコー ド内容

ヨ 作業手順 6(P.3)で 入力された情報

a通 電制御用 (24桁 または32桁 )

b ト レース用 (26桁)

c ト レース用 (40桁)

6.融 着状況データ

a継 手抵抗温l定値 (Ω)

b環 境温度 (℃)

c入 力最高電圧 (V)

d入 力最低電圧 (V)

e出 力最高電圧 (V)

f 出 力最低電圧 (V)

。 実融着時間 (秒)

h融 着エネルギー (KJ)

i 異 常コー ド (ラF常停止を含む)

7=コ ントローラ情報

aシ リアル番号

b点 検年月

cボ ー ドversion

d ROM Version

履歴の読み出し

● 記憶された履歴はパソコン (Windows'95/98/Me)上で表示、編集できます。その際には専用の接続ケーブルと表示ツ

フトが必要となります。(専用の接続ケーブルと表示ソフトはオプションです。お買い求めの際は、販売店にご相談くだ

さい。)
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本機の点検方法

本機の運搬時にかかる強い衝撃・振動による内部回路の破損、ケーブルや部品の経年劣化及び果物混入によるコネクタの破損、接

続不良、融着不良などの トラブルは、感電や火災などの事故や動作不良を引き起こすことがあります。これらの トラブルを末然に

防ぐために、日常点検、定期点検を実施してください。

● 日常 点 検 (1回/日 使用前にユーザーで実施してください。)

確認項目 内 容

(1)外 観確認 継手コネクタ内に果物や変形がないかの確認

継手コネクタの破損やケーブル類の被覆破れ、外傷がないかの確認

本体や表示部に破損や亀裂がないかの確認

(2)漏 電ブレーカの作動確認 ・テス トボタンを押して正常作動をすることの確認

● 定 期 点 検 (1回/約 1年 弊社工場で有償で行います。)

より安全にご使用いただくために、詳細な検査、調整を弊社工場で有償にて行います。約1年ごとに定期点検を受けられることを

お勧めいたします。

お買い求めの販売店にご相談ください。

アフターサービスについて

本機の調子が悪いときは、修理を依頼される前に、この取扱説明書の 「異常と処置」を参照してください。

それでも調子が悪い場合は、お買い求めの販売店にご相談ください。
また、破損などによる修理、点検などは、本機の機能が維持できる場合に限り、有償でお受けいたします。
ただし、本機の補修用部品の最低保有期間は、製造停止後5年です。従って、本期間以降は修理をお受け出来ない場合があります。
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